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Cefmenoxime(CMX)は武 田薬 品中 央 研 究 所 が
開 発 した半 合 成cephalosp6rin系注 射 用 抗 生物 質 で,
Fig・1のよ うな 構 造 を もち,7位 側 鎖 にaminothia・
zolylmethoxyiminoacetyl基,3位にmethy1-tera・
zolthiomethyl基を 導 入 し,、 β一lactamaseに対 して
安 定 で,従 来 のcephalosporin耐性 菌 に 対 して も強
い抗 菌 力 を 示 す といわ れ て い るD.
今 回わ れ わ れ は 尿路 感 染 症 に 対 してCMX(Bestc・
all=武田薬 品 工 業K.K,)の 治 療 効 果 と安 全性 を検



































なかった.評 価は著効,有 効,無 効の3段 階とした.
副作用の検討は症状に対する問診,一般検血,肝,
腎機能にっいて,CMX投 与前後におこなった.




1)第1群(カ テ ー テル 留置 症 例:44例)
膿 尿 に 対 す る効果 は 正 常化18.2%,改善31.8%,不
変50.0%であ った.細 菌 尿に 対 す る効 果 は陰 性 化56.8
%,減 少9.1%,菌 交代ll。4%,不変22.7%であ った.
以上 よ り第1群 の臨 床 効 果 は44例中,著 効7例(15・9
%),有 効25例(56.8%),無効12例(27.3%)であ り,
総 合 臨床 効果 はフ2.2%であ った(Tablc1).
2)第2群(前 立腺 術 後 感 染症:9例)
膿 尿 に 対 す る効 果 は 正 常 化0,改 善22・2%,不 変
77.8%であ っ た.細 菌 尿 に 対 す る 効果 は陰 性 化55.6%,
減 少11.1%,菌交 代22・2%,不変11・1%であ った ・ 以
上 よ り第2群 の臨 床 効 果 は9例 中,著 効0・ 有 効6例
(66,7%),無効3例(33・3%)で あ り・ 総 合臨 床 効 果
は66.7%であ った(Table2).
3)第3群(そ の他 の上 部 尿路 感染 症:3例)
膿 尿 に 対 す る効 果 は正 常 化33.3%,改善33。3%,不
変33・3%であ った.細 菌 尿 に 対す る効 果 は 陰 性 化66.7
%,減 少33.3%,菌交 代0,不 変0で あ った.以 上 よ
り第3群 の 臨床 効 果 は3例 中,著 効1例(33.3%),
有 効2例(66.6%),無 効0で あ り,総 合 臨 床 効 果 は
100%であ った(Table3).
4)第4群(そ の他 の下 部 尿路 感 染症=ll例)
膿 尿 に 対 す る効 果 は正 常 化45.5%,改善9.1%,不
変45.5%であ った.細 菌 尿 に 対す る効果 は陰 性 化36.4
%,減 少45.4%,菌交 代0,不 変18.2%であ った.以
上 よ り第4群 の臨 床 効 果 はll例 中,著 効3例(27.3
%),有 効6例(54.5%),無 効2例(18.2%)で あ り,
総 合 臨 床 効果 は8玉.8%であ った(Table4).
5)第5群(混 合 感 染 ・ カ テ ー テル 留 置 症 例 ●13
例)
膿 尿 に 対 す る効 果 は正 常 化38.5%,改善30.8%,不
変30.8%であ った.細 菌 尿 に 対す る 効果 は 陰性 化38.5
%,減 少30.8%,菌交 代0,不 変30.8%であ った.以
上 よ り第5群 の臨 床 効 果 は13例 中,著 効4例(30.8
%),有 効5例(38.5%),無 効4例(30.8%o)であ り,
総 合 臨 床 効果 は69.2%であ った(Table5).
6)第6群(混 合 感 染 ・非 留 置 症 例.2例)
膿 尿 に対 す る効 果 は 正 常 化50%,改 善0,不 変50%
で あ った.細 菌 尿 に 対 す る効 果 は 陰 性 化0,減 少100
%,菌 交 代O,不 変0で あ った.以 上 よ り第6群 の臨
床 効果 は2例 中,著 効0,有 効2例(100%),無 効0
で あ り,総 合 臨 床 効 果 は100%であ った(Table6).
以 上 よ り,臨 床 効 果 ぽ82例中,著 効15例(18,3%),
有 効46例(56.1%),無効21例(25.6%)であ り,総
合 臨 床 効果 は74.4劣で あ っ た(Table7)・
2,細 菌 学 的効 果
CMX投 与前 に 分 離 され 起 炎 菌 と 推 定 され た95株
中,消 失 した のは73株(76.8%)で 不 変22株(23.2
%)で あ った(Table8).菌種 別に み る と,Serratia
29株中,21株 消 失(菌 消失 率72.4%),Pseudomonas










































































































































































































































































































































13株中,7株 消 失(菌 消 失 率53,8%),S.faecalis10株
中,6株 消 失(菌 消 失 率60%),Klebsiella8株中,8
株 消失(菌 消 失 率100%),Providencia8株中,8株
消失(菌 消 失 率100%),Proteus7株中,6株 消 失(菌
消 失 率85.7%),E.celi5株中,5株 消 失(菌 消 失 率
100%)であ った.
CMX投 与 後 に 新 たに 出 現 した 細 菌 はIl株で あ った
(Table9)。
そ の うちわ けは,Pseudomonas3株,Sfaecalis2株,












































































IOO%であ った.CMX投 与 後,新 た に 出 現 した菌 は
11株で あ り,Pseudomonasaeruginosa3株,S.faecalis
2株 と両 菌 種 で45%を占 め た.起 炎 菌 と してPseudo-
monasaeruginosaの占め る比 率 が 高 く,PseudomOnas
aerugin・saへの菌 交 代 が 多 い 傾 向に あ るた め,cefsu-
lodinなどを併 用 す れ ば よ り高 い 臨 床 効果 が 期 待 で き
る もの と思わ れ た.
副作 用 は106例中 胃腸 症 状2例,GOT・GPTの
上 昇1例 に 認 め られ たが,一 過 性 で 重篤 で は なか っ
た.
結 語
複 雑 性 尿 路 感 染 症106例にcefmenoxime(CMX)
を投 与 し,つ ぎ の結 果 を 得 た.
1.総 合臨 床 効 果 は82例中6正例(74.4%)が 著 効 な
い し有 効 で あ り,膿 尿 に 対 す る効 果 は53,2%,細菌 尿
に 対 す る効 果 は58.5%であ った.
2.起 炎 菌95株の菌 消 失 率 は76.8%で,検 出 頻 度 の
高 か ったSerratia29株,Pseudomonasl3株の 消 失 率
はそ れ ぞ れ72.4%,53.8%であ った.
3.副 作 用 は106例中3例 に 認 め た が,い ず れ も一過
性 で,重 篤 で は な か った.
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